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　　Kyoto University African Primatological Expedition
　　c/o P. J.C. Haynes.Esg.
　　Tanganyika  East Africa　　　（いまにし記）
第二信 （Nov. 27. 1961. Kigomaにて）
11月

































































































































































































































































































































































600シルをよこせというのである。被告は Itani and 
Toshi（彼はどこへいってもこれで通っている）。わ
れわれは一歩もひくわけにはいかぬ。
　こんどは１月15日，16日頃 Kigomaへ出ることにな
るだろうからその時第５信を書くことにしよう。
（今西記）
と通りかゝった Kigoma行の船をよびとめ，この船を
チャーターする約束をし，伊谷・ブゲはこの船に便乗
して Karagoまでゆき，あとは陸路 Ilagalaに出て，
事情を Ilagala駐在の富川に連絡した。Ilagala到着は
深夜であったという。ところで Ilagalaには Kigoma
へ帰るといって Kabogoから逃亡した悪質の船がきて
いた。併し富川は Kabogoからの通信も持たずにきた
船に疑いを抱いたため積荷をさしひかえていたので，
timelyなそして勇敢な伊谷の連絡によりこゝで彼ら
は馬脚をあらわし，完全に放逐された。伊谷・ブゲは
約束通りさきの船が Ilagalaに寄港するのを待ってこ
れに積み込んだ荷物と共に19日朝 Kabogoに帰りこの
船はまたひきかえし Ilagalaへ荷をとりにいった。こ
んなわけで途中から２ハイの船が１パイになった為２
日おくれたけれども始めの計画通り無事輸送を完了す
ることができた。なお Ilagalaで解約した悪質の船の
１そうは Kigomaへ帰る途中エンジンが爆発して１名
死んだというがこの船についてはまたあとで書き足さ
ねばならないことがある。
　大輸送が終って全員基地に集結することはめでたい
けれどそこでチャーターした船を帰してしまうと
Kabogo基地は全くの孤島にひとしいものとなって，
その后は外界との連絡を完全に失うことになってしま
う。それでわれわれはこれを救う為に基地用の小船を
１そう買入れそれにエンジンをとりつけて Kabogo―
Ilagala間の定期便にするつもりであった。マンボー
を傭ってあるのは将来この船の運チャンにするつもり
である。この船はすでに Lugufuで建造中の新品を
500シルで買う話がついており， エンジンの方は
Daresに註文してあって東が最后に Kigomaをたつと
き，Ilagalaまで運んでくるという段取りであった。
だから21日の最后の輸送船と一緒にわれわれの船もエ
ンジンをつけマンボーが運転して基地まで運んできて
おけば理想的なのだ。 伊谷が20日にもういちど
Ilagalaまででかけているのは，この船を買いとって
Ilagalaへ廻送するためであった。併し船はまだでき
上っておらず，エンジンも未着とあってこの問題はま
だあとに残る。
　基地建設に話を移すと基地では労働者として10人の
アフリカ人を傭っているが最初にこの10人の宿泊する
小屋をたてた。屋根はトタン板が張ってある。船がつ
く毎に荷揚げをしなければならないがその一部はいま
われわれの住んでいる海岸のキャンプのメス天１，そ
のフライ１に収容し，一部は直ちに基地建設地まで運
んだ。海岸から基地建設地まで約200mはすでに1m
巾の立派な道路がつくってあり，基地では基礎工事と
しての地ならしとセメント打ちが23日に終った。その
36
「自分の車をもっとしっかり守れるよう
に，ヴァカンス中の日本人教授は柔道を
習っておくべきだったのでは」
　フレンヌ刑務所の若い受刑者たちは，毎年夏，ラン
デダのペン＝エネーズでひとりの司祭が指導するキャ
ンプに逗留する。
　この聖職者は，自分の保護する若者たちに，拘留生
活に輝きを与える「陽の光」を提供しようと無償で骨
を折っている。拘留生活はたしかに，大自然に魅せら
れる彼らのような年頃の若者たちにとっては辛いもの
だ……。
　ところが！ このキャンプの参加者たちは，毎年き
まって世間を騒がせる。それも，「ヴァカンス」欄で
そうなるのではなく̶もしそうならわれわれも喜ん
で取り上げよう̶，もっと暗くたちの悪い三面記事
においてだ。
　かくして，京都（日本）の人文科学研究所の若い助
教授，多田道太郎氏は，悲しいかなそれを経験してし
まった。
　多田道太郎氏は，現在，当地を研究のために訪れて
おり，木曜日の午後には自分で車を運転し，友人宅へ
向かっていた。ペン＝エネーズ方面に走行中だった。
東洋学を専攻する学生，ケルヴェルヌ氏が同乗してい
た。二人は，見るからに自動車を奪う気まんまんの暴
漢に車を止められた。道太郎氏〔ママ〕とケルベルヌ
氏は，もちろん，なんとか相手をなだめようとがんば
ったが，相手はますます凶暴になり（道太郎氏の首に
残された跡がそのことを雄弁に物語っている……），
最後には通行人たちが間に入って，暴漢は取り押さえ
られた。
　この暴漢は，フレンヌ刑務所からキャンプに来てい
た受刑者のひとりで，ラニリスの憲兵班によって直ち
に逮捕された。名前はアラン・ラプティット，18歳だ。
　この若者は昨日午後に送検された。ランデダの事件
の他にも，いくつかの余罪を問われている。
（29日テレグラム紙）
「自動車を盗もうとしているところを見
つかり，ランデダでキャンプ中のパリの
男が自動車の持ち主の首を絞める
被害者は京都大学の教授
しかしなんとか男を拘束」
　（ブレスト発）木曜日，京都大学人文科学研究所助
教授・多田道太郎氏というひとりの日本人が，研究旅
行でランデダを訪れていた。同氏には，パリの東洋語
学院で学ぶランデダ出身のアラン・ケルヴェルヌ氏が
同行していた。16時30分頃，二人はペン＝エネーズに
近いキスティリックの医学生・ケルルルー氏宅を訪問
中だった。
　二人が家のなかにいるとき，二人の乗ってきた「ト
ヨタ」製の自動車が盗まれそうだと通行人が教えてく
れた。
　ひとりの若い男が車の窓ガラスを割り，ほんとうに
車のなかへ侵入しようとしていた。多田氏らは慌てて
男を取り押さえようと駆け寄ったが，男は多田氏の喉
をつかんでぐいぐいと締めつけ，多田氏は危うく窒息
しかけた。他の人たち，すなわちケルルルー夫人，ケ
ルヴェルヌ氏，そして通りかかったひとりの医師も，
投げ倒されたり，平手打ちを食らったりした。だが，
ラニリスの憲兵隊の到着を待ちながら，なんとか男を
拘束することに成功した。
　男の名はアラン・ラプティット，18歳で，パリから
近隣のキャンプに逗留中だった。
　ラプティットは昨日送検された。
　多田道太郎氏のほうは，昨日，首に包帯を巻いて当
地を立ち去った。
（29日 ウェスト・フランス紙）
訳注
スクラップされた新聞の切り抜きには，手書きで「29
日」と記されているだけで，年月の記載がないが，こ
のスクラップの前後に保存されている文書から，記事
は1967年7月29日のものと推測される。このスクラッ
プには，日本語の概略も添えられているが，メモ書き
程度の文章なので，今回，訳者が新たに全文を訳し直
した（ただし，一部の表現については上記の訳文を参
考にした）。フレンヌ刑務所は，パリ市の南に隣接す
るヴァル・ド・マルヌ県西部に位置するフランス最大
の刑務所のひとつ（収容人員1500人）。 ランデダ
（Landéda）はブルターニュ地方の英仏海峡を臨む小
自治体。ペン＝エネーズ（Pen-Enez）は同自治体の
北部，英仏海峡に突き出るサント・マルグリット半島
（自然保護地区）にあるキャンプ場。キスティリック
（Quistillic） は同キャンプ場にほど近い海辺の地区
（原文には Quistillocとあるが，おそらく誤植だろう）。
ラニリス（Lannilis）はランデダから東南東に5キロほ
ど離れた小自治体。なお，二つの記事の内容には若干
の齟齬が見られるが，桑原武夫編『素顔のヨーロッ
パ』（朝日新聞社）所収の多田氏の文章によると，ウ
エスト・フランス紙の記事のほうが事実を正確に伝え
ていると思われる。
（立木康介訳）
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